
EIC 計画及びこれに関連する原子核物理学の 

新たな展開に関する有識者会議について 

令 和 ６ 年 ５ 月 １ 日 

文部科学省研究振興局長決定 

１．趣旨 

量子科学技術を量子コンピュータや新たなエネルギー源として幅広く応用するに

は、核スピンのコヒーレンスの起源や、外部環境との相関を考慮に入れた量子開放系

の挙動等、量子に関する未解明な学理に対する理解を深め、量子系の能動的制御を可

能にすることが必要であり、原子核物理学、情報学、数学等の幅広い分野の研究コミ

ュニティが連携して取り組むことが求められる。 

そのため、「量子産業の創出・発展に向けた推進方策」（令和 6年 4 月 9日 量子技

術イノベーション会議決定）において、量子科学技術の基礎学理を探求する大学・研

究機関等の研究体制を抜本的に強化するとともに、人材育成を進めることが重要とさ

れたところである。 

一方、EIC計画は、核子のスピンや質量の起源解明を通じて、量子とエネルギーに

関わる根源的な理解を目指す原子核物理学分野の国際共同プロジェクトであり、2026

年に建設開始、2032 年に実験開始を予定している。2022 年には国際共同実験グルー

プが設立され、我が国を含む 24カ国の研究者等が参加してきた。 

今般、米国エネルギー省から、文部科学省に対して、米国ブルックヘブン国立研究

所で建設準備が進んでいる世界初の偏極電子と偏極陽子・原子核の衝突型加速器

（Electron-Ion Collider, EIC）計画への参画要請があったところである。 

こうした状況を踏まえ、EIC計画への我が国の参画及びこれに関連する原子核物理

学の新たな展開について、専門的見地から検討を行うため、本会議を設置する。 

２．構成員 

（1） 本会議は、別紙の者により構成するものとし、研究振興局長の指名により座長

を置くものとする。

（2） 本会議には、必要に応じて、構成員以外の者を参画させることができるものと

する。

３．検討事項 

 EIC計画への我が国の参画について

 これに関連する原子核物理学の新たな展開について

４．設置期間 

令和６年５月１日～令和８年３月 31 日 

５．その他 

 本有識者会議に関する事務は、研究振興局基礎・基盤研究課素粒子・原子核研究推

進室において行う。 
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